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: は  し 力ゞ き

本県における桑園造成は,北上山系地域を中心に各地で

進められてきたが,近年県北部での開発が伸びてきている。

県北造成地の土壌は,県南部の鉱質土壌と異なり,腐植質

火山灰である点に特徴がある。一方,県南部の造成地にお

いては,粗皮障害を予防するために,造成時の土壌診断に

際し,土壌の熱水可溶性ほう素が 03四以下を基準として,

ほう素資材の施用を行ってきた。最近,火山灰土壌におい

ても,ほ う素の不足等が指摘されだした。ので,県北部の

造成地を対象としてほう素の上壌診断を実施したところ,

基準値以下と判断された場所が多かった。しかし従来県北

部では,ほ う素無施用で栽培しても,粗皮障害等のほう素

欠乏はみられていないので,土壌のほう素が欠乏状態にな

っているとは考えられない。また,土壌の熱水可溶性ほう

素の抽出方法に関して,土壌腐植の分解と関係の深い加熱

温度についての明確な定めがなぃため1),加熱抽出条件に

ついては各研究者の判断に頼っていた。そこで,ほ う素の

測定方法にも問題があるものと考え,その抽出条件につい

て検討した。

2実 験 方 法

1 供試土壌 : 表 1に 示す。

2 熱水抽出方法 : 加熱板の温度 をそれぞれ 100,

190, 250, 300℃ に設定し,沸 とう後 5分間抽出した。

表 1 供試土壌の性状

130℃ の場合は,沸 とうするまでの時間が長すぎるので,

別に用意した300℃ の熱板上で沸騰するまで加熱した後 ,

130Cの熱板上に移し, 5分間抽出した。加熱条件以外の

分析操作については,全て成書 1)に従った。

3 桑葉中のほう素の定量 : 土壊中の熱水可溶性ほう

素の少ない春切桑園から,夏蚕期に上中位葉を採取し,乾

燥粉砕して試料とした。ほう素の抽出定量操作は成書0に

従った。

3 結 果 及 び 考 察

1 加熱温度の検討

常法 1)に よる「 沸騰を続けさせる」加熱温度は 130℃ 程

度以上であった。また, 300℃ の加熱では沸騰が激しすぎ

るため,加熱温度は250℃程度までとすることが適当と思

われた (表 2)。

表 2 加熱板温度と沸騰の状況

2 加熱温度とほう素抽出量

(1)腐植含有量の多少からみると,①,② ,③,③
`④の質植に乏しい土壌では, 130Cの加熱によって熱水可溶

性ほう素のほとんどを抽出できたが,⑤,① ,①,③の腐

植に富む土壌では,加熱温度の上昇に伴って,ほ う素の抽

出量が増加した。非火山性土壌でも,腐植を含 L・③の場合

は,加熱温度の上昇に伴うほう素抽出量の増加がみられた。

また,③

'ま

③に厩肥及びほう砂を施用した圃場の土壌であ

るが,水溶性と熱水可溶性のほう素量に大差を認めた。た

だし,こ の場合も, 130℃ と250℃ 加熱におけるほう素抽

出量の差は小さく,腐植に乏しい土壌の場合と同様の抽出

特性を示 した。このことは,厩肥及びほう砂中のほう素が

腐植とは異なった形態で含まれているためと考えられる。

フラスコからコトコトと音が出て,静かに発
泡しながら沸謄を続ける。

くつくつと定常的に沸騰を続ける。

母  材, 土性,腐植含有量, そ の 他

新鮮火山浮石, 0■ , 乏しい

花 商 岩, SL, 乏 しい

花 筒 岩, CL. 乏しい

L,す こぶる富む

CL,す こバる富む
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煮沸時間とほう素抽出量の関係については, 5分間よりも

10分間が適当であるとの報告があるがう, 250℃ 加熱の場

合は,どの土壊においても5分間と10分間煮沸の抽出量に

大差を認めなかった(図 1)。

(2)腐植に乏しい土壌における母材,土性とはう素抽出

量との関係をみると,母材及び土性が異なっても,抽出特

性は同傾向を示した。なお,各温度におけるほう素抽出量

の偏差は,どの土壌においても充分小さかった (図 1)。

図 : 数段階の加熱温度におけるほう素抽出量(3連)

3 腐植質火山灰土壌地帯の桑園における桑葉と土壌ほう

素との関係

桑葉中ほう素は最小200p～最多 361四まで含まれてい

たが,欠乏あるいは過剰と認められるものはなかった。こ

れに対応して,土壌中の熱水可溶性ほう素は, 130℃ 加熱

の場合,最少016P～最多057Pで あり, 190℃ 加熱では

050～ 109Pと なっており, 250℃ 加熱では 063～1.77

口であった。この結果から, 130℃加熱の場合は欠乏土壌

と判断されるものが多く, 250℃ 加熱ではやや過剰と判断

されるものがあった。一般に,桑葉中で欠乏していない要

素は,土壌中でも欠乏していないと判断できるから,腐植

質火山灰土壌における加熱温度を 130℃ としたのでは低す

ぎるものと考えられる(表 3)。

以上の結果から判断すると,造成時の土壌診断において

は,加熱条件を 200℃ 程度とすれば,どの土壌においても

ほぼ妥当な判断を下し得るものと思われた。

4 摘 要

桑園造成時の土壌診断における熱水可溶性ほう素の定量

方法について,抽出時の加熱温度とほう素抽出量との関係

を検討し,以下の結果を得た。

1 加熱温度は, 250℃程度が実用限度であった。

2 加熱温度の上昇に伴なうほう素抽出量の増加は,質

植の多い土壌ほど大きかった。

3 寃植の乏しい土壌の場合は,母材,土性が異なって

も,抽出特性がほば同傾向となった。
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130   19o   250   250 加熱板温度

表 3 火山灰土壌地帯の桑園における桑葉と土壌ほう
素の含有量

桑葉中ほう素
(P)

土壌中熱水可溶性ほう素 (")

130℃ 加熱 190℃ 加熱 250C加熱

20 0 029 0 88 0 97

204 0 57 067 070

26 9 0 16 0 57 092

27 7 0 26 0 57 074

27 7 034 10, 1 21

29 2 049 0 50 063

29 2 0 27 1 05 177

36 1 032 0 57 0 70

36 1 0 26 088 103


